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年
末
年
始
は
忘
年
会
や
新
年
会
な

ど
で
お
酒
を
飲
む
機
会
が
多
く
な
り
が

ち
で
す
。
適
度
な
飲
酒
は
疲
労
感
を
解

消
し
、
食
欲
を
増
進
さ
せ
、
快
い
睡
眠

を
促
し
ま
す
が
、
飲
み
す
ぎ
れ
ば
体
の

害
に
。
自
分
に
適
し
た
酒
量
と
飲
み
方

で
、
楽
し
く
健
康
的
な
飲
酒
を
心
が
け

ま
し
ょ
う
。

　

お
酒
を
一
口
飲
ん
だ
だ
け
で
赤
く

な
っ
た
り
吐
き
気
を
訴
え
た
り
す
る
人

が
い
る
一
方
、
ど
ん
な
に
飲
ん
で
も
顔

色
が
変
わ
ら
な
い
人
が
い
ま
す
。
こ
れ

は
多
く
の
場
合
、
体
内
で
ア
ル
コ
ー
ル

を
分
解
す
る
過
程
で
生
じ
る
ア
セ
ト
ア

ル
デ
ヒ
ド
を
早
く
分
解
で
き
る
酵
素
を

生
ま
れ
つ
き
持
っ
て
い
る
か
ど
う
か
の

違
い
。
日
本
人
の
約
半
数
が
お
酒
に
弱

い
体
質
で
す
。

　
「
イ
ッ
キ
飲
み
」
の
よ
う
に
短
時
間

に
大
量
の
飲
酒
を
す
る
と
、
血
中
の
ア

ル
コ
ー
ル
濃
度
が
急
上
昇
し
、
急
性
ア

ル
コ
ー
ル
中
毒
に
陥
っ
て
極
め
て
危
険

で
す
。「
イ
ッ
キ
」
や
、
お
酒
に
弱
い

人
へ
の
飲
酒
の
強
要
は
、
死
に
も
つ
な

が
り
か
ね
な
い
非
常
に
危
険
な
行
為
で

す
。

・・・・・・・・・・・・・・・・・

　

ス
ト
ー
ブ
の
火
災
を
防
ぐ
た
め
に
、
次
の
主

な
事
項
に
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

●
ス
ト
ー
ブ
の
近
く
に
紙
、
衣
類
な
ど
燃
え
や

　

す
い
も
の
を
置
か
な
い
。

●
カ
ー
テ
ン
な
ど
が
ス
ト
ー
ブ
に
接
触
し
な
い

　

よ
う
に
す
る
。

●
ス
ト
ー
ブ
の
近
く
で
ヘ
ア
ス
プ
レ
ー
な
ど
の

　

引
火
の
危
険
が
あ
る
も
の
は
使
用
し
な
い
。

●
ス
ト
ー
ブ
の
上
方
に
洗
濯
物
を
干
さ
な
い
。

●
石
油
ス
ト
ー
ブ
は
灯
油
以
外
の
も
の
を
給
油

　

し
な
い
こ
と
。

　

い
つ
も
と
違
う
に
お
い
が
し
た
ら
、
使
用
す

　

る
の
を
や
め
ま
し
ょ
う
。

●
石
油
ス
ト
ー
ブ
な
ど
に
灯
油
を
補
給
す
る
場

　

合
は
、
火
は
必
ず
消
し
、
あ
ふ
れ
出
な
い
よ

　

う
に
注
意
し
な
が
ら
、
給
油
中
は
そ
の
場
を

　

絶
対
に
離
れ
な
い
こ
と
。

●
自
動
消
火
装
置
付
き
を
使
用
。

●
外
出
す
る
と
き
や
寝
る
時
に
は
、
必
ず
火
が

　

消
え
て
い
る
こ
と
を
確
認
す
る
。

●
地
震
の
と
き
な
ど
の
振
動
に
よ
り
転
倒
し
な

い
よ
う
、
固
定
す
る
必
要
の
あ
る
ス
ト
ー
ブ

は
き
ち
ん
と
固
定
す
る
。

●
安
全
装
置
が
故
障
し
て
い
な
い
か
、
十
分
な

点
検
・
整
備
を
行
う
。

●
灯
油
用
の
容
器
は
金
属
製
、
ポ
リ
エ
チ
レ
ン

製
で
、
安
全
性
に
係
る
推
奨
マ
ー
ク
お
よ
び

認
定
証
が
貼
付
さ
れ
て
い
る
も
の
な
ど
技
術

基
準
に
適
合
し
て
い
る
も
の
を
使
用
し
、
必  

ず
栓
を
締
め
密
閉
す
る
。

●
保
管
場
所
は
直
射
日
光
を
避
け
た
冷
暗
所
と

し
、
火
気
を
扱
う
場
所
か
ら
遠
ざ
け
、
落
下

物
に
よ
っ
て
容
器
が
破
損
し
な
い
よ
う
に
す

る
。
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最
近
、
全
国
的
に
第
三
者
に
よ

り
本
人
の
知
ら
な
い
間
に
、
婚
姻

届
、
住
民
票
の
異
動
届
な
ど
虚
偽

の
届
出
を
す
る
事
件
が
発
生
し
、

社
会
問
題
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
ら
の
事
件
で
は
、
被
害

に
遭
わ
れ
た
方
や
そ
の
ご
家
族
の

方
々
に
大
き
な
精
神
的
苦
痛
を
与

え
る
と
と
も
に
、
戸
籍
や
住
民
票

に
対
す
る
信
頼
性
を
損
な
う
お
そ

れ
が
あ
り
ま
す
。

　

こ
の
た
め
、
町
で
は
こ
の
よ
う

な
社
会
情
勢
の
中
、
み
な
さ
ま
の

大
切
な
戸
籍
や
住
民
票
を
守
る
た

め
、
平
成
16
年
１
月
１
日
か
ら
戸

籍
の
届
出
（

）
お
よ
び

住
民
異
動
届
出
（

）
に
つ
い
て
、
本
人
の
確

認
を
さ
せ
て
い
た
だ
く
た
め
、
免

許
証
・
パ
ス
ポ
ー
ト
・
住
民
基

本
台
帳
カ
ー
ド
等
、
官
公
署
の
発

行
し
た
顔
写
真
が
貼
付
さ
れ
た
身

分
証
明
書
を
み
せ
て
い
た
だ
き
ま

す
。

　

な
お
、
身
分
証
明
書
等
で
本
人

確
認
が
で
き
な
い
場
合
や
、夜
間
、

土
日
・
祝
日
の
閉
庁
時
で
も
届
出

（
戸
籍
の
届
出
の
み
）は
で
き
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
場
合
に
は
、
後
日
、

届
書
中
の
届
出
人
に
対
し
、
届
出

が
あ
っ
た
こ
と
を
郵
送
で
お
知
ら

せ
し
ま
す
の
で
、
み
な
さ
ま
の
ご

理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し

ま
す
。

＊
本
人
確
認
の
対
象
者
は
、
届
書

を
窓
口
に
持
参
さ
れ
た
方
に
な
り

ま
す
の
で
、
代
理
人
の
場
合
も
確

認
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

役
場
町
民
窓
口
課
町
民
係

　
　
（
☎
２
７
５

－

２
１
１
１

　
　
　
　

内
線
２
１
５
・
２
１
６
）

　

去
る
５
月
17
日
、
紙
漉
阿
原

の
今
川
の
河
川
内
緑
地
（
花
壇
）

で
、
区
民
等
が
参
加
し
て
６
種
類

の
水
生
植
物
を
試
験
的
に
50
㍍
植

え
ま
し
た
。
こ
の
事
業
は
、
山
梨

県
の
「
ふ
る
さ
と
水
と
土
基
金
」

を
活
用
し
、
地
域
住
民
に
県
と
町

の
職
員
が
加
わ
り
行
い
ま
し
た
。

今
川
の
花
壇
は
、
河
川
整
備
に
と

も
な
い
良
好
な
自
然
環
境
形
成
の

た
め
川
の
中
に
１
㍍
の
幅
で
延
長

２
５
０
㍍
が
設
置
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
れ
を
機
会
に
『
今
川
を
守
る

会
』で
は
会
員
を
区
民
に
募
集
し
、

会
を
再
編
成
し
て
、
10
月
19
日
に

公
会
堂
に
お
い
て
『
今
川
を
守
る

会
』の
設
立
総
会
を
行
い
ま
し
た
。

総
会
に
は
約
40
人
が
参
加
し
、
目

的
で
あ
る
「
今
川
の
清
流
と
自
然

を
守
り
、
ふ
る
さ
と
を
愛
す
る
心

の
普
及
と
自
然
保
護
と
環
境
美
化

を
推
進
す
る
こ
と
」
を
確
認
し
、

事
業
計
画
や
予
算
を
決
議
し
ま
し

た
。

　

今
後
さ
ら
に
紙
漉
阿
原
地
域
全

体
の
自
然
環
境
に
も
目
を
向
け
、

自
発
的
な
自
然
と
調
和
し
た
ま
ち

づ
く
り
に
期
待
が
も
た
れ
て
い
ま

す
。
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　平成 15年度（平成 15年 3月～平成 15年 12 月）の助成金の請求を次により受付けますので、該当する場合は下
記のいずれかの会場に来所のうえ、手続きをしてください。
　なお、本年度より、該当年 1月から 12月（12か月）に変更になりました。ただし、本年については、平成 15年 1・
2月は平成 15年 4月にすでに支給済みですので、平成 15年 3月から 12月（10か月）を助成対象期間とします。

　自動車税または軽自動車税の減免を受けている者（申請済みの者）で、身体障害者手帳 1級・2級、療育手帳Ａ、
　または戦傷病者手帳特別・第 1・第 2項症に該当する者。

　＊平成 16年 1月  6  日（火）　午前 1 0 時～午後 3 時　　南アルプス市櫛形健康センター 1階
　＊平成 16年 1月  7  日（水）　午前 9時 30 分～午後 4時　　甲府市総合市民会館 2階（遊亀公民館講義室 2）
　＊平成 16年 1月 14日（水）　午前 1 0 時～午後 3 時　　竜王町南部公民館 1階
　＊平成 16年 1月 15日（木）　午前 9時 30 分～午後 4時　　甲府市総合市民会館 2階（遊亀公民館講義室 2）

　①身体障害者手帳、療育手帳、戦傷病者手帳のいずれか（減免申請済スタンプが押印してあるか確認してください。）
　②印鑑
　③車検証
　④障害者名義の預金通帳（郵便局は除く）
　⑤対象期間分の自動車燃料の給油明細書または支払証明書
　　（購入者住所、氏名、購入先、量、購入年月日、領収印等があるもの）
　⑥該当者宛通知状（整理番号確認のため）

　峡中地域振興局健康福祉部障害福祉課（甲府市太田町 9-1　☎ 237-1437）
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　12 月 4日（木）
　　　午後 1時 30分～ 4時
　町長室

※あらかじめ まで
　ご連絡ください。
　 ☎

　3日・10日・17日・24日
　　　の毎週水曜日
　　　午後 1時 30分～ 4時
　社会福祉協議会

※あらかじめ
　までご連絡ください。
　 ☎

　12月 17日（水）
　　　午後 1時～ 3時
　町中央公民館 2階

　
※直接会場へおこしください。
　お問い合わせは

まで
　 ☎

　随時
　　　（金・土・日曜日は除く）

午前 9時～午後 4時
　町中央公民館２階

※直接会場へおこしください。
　お問い合わせは、

まで
　 ☎

　月～金曜日は受付のみ
　　　第 2・第 4土曜日
　　　月～金曜日は
　　　午前8時30分～午後5時
　　　第 2・第 4土曜日は
　　　午後1時30分～4時

　町総合会館 2階相談室
　
※直接会場へおこしください。
　お問い合わせは、

まで
　 ☎

　12月 19日（金）
　町総合会館裏
　午後 1時～

☎
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　寺本　純　　　　　　　　　　　　講談社

　伊藤　たかみ　　　　　　　　　文芸春秋

　片山　恭一　　　　　　　　　　　小学館

　大勝　文仁　　　　　　　　　　こう書房

　なだ　いなだ　　　　　　　　　筑摩書房

　片山　令子　　　　　　　　　　ポプラ社

　茂市　久美子　　　　　　　　　　国土社

　やまわき　ゆりこ　　　　　　福音館書店

　ロビン・ケロッド　　　　　　　　　丸善

　フィリップ・アーダー　　　あすなろ書房

☎

　年末は慌ただしさに加え、交通量が増加するため、例年、

交通事故が多く発生します。特に、

日没時間が早くなることから、夕暮

れ時の事故が増加する傾向がありま

す。

　また、飲酒の機会が増えるため、

飲酒運転による事故も多くなります。

　家庭での話し合いや地域ぐるみの運動を進め、みなさん一

人ひとりが交通ルールを守って、悲惨な交通事故をなくしま

しょう。

　12月 1日（月）～ 31日（水）

　①高齢者の交通事故防止

　　　　　②早めのライト点灯の徹底

　　　　　③シートベルトとチャイルドシートの着用の徹底

　　　　　④飲酒運転の絶滅

　　　　　⑤若者による無謀運転及び暴走族の追放

　県交通政策課（☎ 223-1353　℻223-1326）
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　去る 10 月 2 日から昭和町役場と常永児童館におい
て、個別説明会が開催され、10 月末現在で 261 名の
権利者の方々に説明することができました。
　その折、今後の事業推進を図るため区画整理と地区
計画に対する同意を確認したところ、下記のとおり多
数の方々より賛同を得ることができました。
　なお、区画整理を実施するためには今後、組合設立
の同意書やその他の同意が必要となりますので、随時
確認しながら計画を進めたいと思います。

　　☎

　昭和町では、平成 12年 12 月に昭和町都市計画マスタープランを策定し、その計画に沿った整備を実施するため、各種
の説明会や各機関との調整を進めてまいりました。
　現在、下記図面区域の常永小学校周辺について区画整理及び地区計画により、早期の市街化編入に向けた活動を町が先
導を取るとともに準備委員会が主体となり各事業の推進を実施しています。
　よって、今後その状況や活動内容等の情報を、この『たより』に連載してお知らせいたします。

　昭和町及び区画整理準備委員会では、常永地区の市街化
編入に向けた活動を実施してきましたが、その経過は以下
のとおりです。（抜粋）
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工
事
期
間
は
、
終
盤
に
さ
し
か
か
り

11
月
末
の
進
捗
率
は
95
％
と
な
り
ま
し

た
。

　

校
舎
に
つ
い
て
は
、
内
装
や
床
工

事
が
進
め
ら
れ
、
サ
ッ
シ
や
カ
ー
テ
ン

ウ
ォ
ー
ル
な
ど
の
ガ
ラ
ス
建
具
も
取
り

付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。
同
時
に
家
具
等

の
備
品
も
搬
入
さ
れ
、
完
成
に
向
け
て

順
調
に
工
事
が
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

◆
体
育
館
の
屋
根
構
造

　

校
舎
と
同
時
に
体
育
館
工
事
も
進
ん

で
お
り
、
11
月
末
に
は
屋
根
も
ほ
ぼ
完

成
し
ま
し
た
。
体
育
館
は
、
大
き
な
面

積
を
必
要
と
す
る
た
め
に
、
構
造
用
集

成
材
の
梁は
り

で
小
屋
組
を
作
り
、
そ
の
上

に
鉄
骨
母
屋
を
敷
い
て
屋
根
を
の
せ
て

い
ま
す
。
構
造
用
集
成
材
と
は
、
所
要

の
耐
力
を
目
的
と
し
て
、
ひ
き
板
（
体

育
館
使
用
材
は
、
厚
さ
３
㎝
の
唐
松
）

を
そ
の
繊
維
方
向
を
互
い
に
ほ
ぼ
平

行
に
積
層
接
着
し
た
部
材
で
、
主
に
構

造
物
の
耐
力
部
材
と
し
て
用
い
ら
れ
ま

す
。

　

こ
れ
か
ら
、
校
舎
と
体
育
館
の
内
部

の
工
事
が
確
実
に
行
わ
れ
て
い
る
か
の

確
認
作
業
を
進
め
ま
す
。
ま
た
、
外
構

工
事
も
植
栽
や
排
水
関
係
が
進
め
ら
れ
、

来
年
１
月
末
に
は
完
了
い
た
し
ま
す
。

　

学
校
で
は
、
１
月
中
に
引
っ
越
し
を

行
い
、
２
月
か
ら
新
校
舎
で
授
業
が
始

ま
る
よ
う
準
備
し
て
い
ま
す
。

　

脂
肪
は
、
た
ん
ぱ
く
質
や
糖
質
の
２

倍
以
上
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
が
あ
り
ま
す
。

そ
れ
に
油
の
物
は
腹
持
ち
が
よ
い
の

で
、
空
腹
感
が
な
い
た
め
に
寒
さ
を
感

じ
る
こ
と
も
少
な
く
、
冬
に
は
も
っ
て

こ
い
の
栄
養
源
で
す
。

　

揚
げ
物
や
炒
め
物
で
、
た
っ
ぷ
り
と

ど
う
ぞ
。

　

筋
肉
、
血
液
、
髪
な
ど
、
体
そ
の

も
の
が
た
ん
ぱ
く
質
で
作
ら
れ
て
い
ま

す
。
脂
肪
ば
か
り
と
っ
て
た
ん
ぱ
く
質

が
十
分
な
け
れ
ば
、
体
力
の
な
い
脂
肪

太
り
の
体
に
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。

　

良
質
の
た
ん
ぱ
く
質
で
体
力
を
。

　

ビ
タ
ミ
ン
Ａ
や
Ｃ
は
、
皮
膚
や
粘
膜

を
丈
夫
に
し
て
、
カ
ゼ
に
対
し
て
も
抵

抗
力
を
つ
け
て
く
れ
ま
す
。

　

小
松
菜
、
ほ
う
れ
ん
草
な
ど
、
緑
黄

色
野
菜
の
ソ
テ
ー
や
お
ひ
た
し
、
生
野

菜
の
サ
ラ
ダ
、
み
か
ん
な
ど
の
果
物
を

た
っ
ぷ
り
食
べ
て
く
だ
さ
い
。

　

体
の
抵
抗
力
が
な
く
な
り
、
カ
ゼ
に

か
か
り
や
す
く
な
り
ま
す
。

①
い
ろ
い
ろ
な
食
品
を
組
み
合
わ
せ
ま

　

し
ょ
う
！

②
食
卓
に
季
節
の
味
と
手
作
り
の
味

　

を
！

③
味
付
け
は
う
す
味
に
！

④
買
い
物
は
食
事
の
計
画
を
立
て
て
、

　

ム
リ
な
く
ム
ダ
な
く
！

　

寒
く
な
る
と
外
で
遊
ば
な
い
で
家
の

中
で
遊
ん
で
ば
か
り
い
ま
せ
ん
か
？

　

骨
の
発
育
に
は
カ
ル
シ
ウ
ム
と
ビ
タ

ミ
ン
Ｄ
が
必
要
で
す
。
カ
ル
シ
ウ
ム
の

摂
取
に
は
、
ビ
タ
ミ
ン
Ｄ
が
大
き
く
作

用
し
ま
す
。
太
陽
に
含
ま
れ
る
紫
外
線

を
浴
び
る
と
、
体
内
で
ビ
タ
ミ
ン
Ｄ
が

作
ら
れ
ま
す
。
干
し
し
い
た
け
、肝
油
、

レ
バ
ー
、
い
わ
し
な
ど
に
多
く
含
ま
れ

て
い
ま
す
。

　

冬
野
菜
を
美
味
し
く
も
り
も
り
食
べ

て
元
気
よ
く
運
動
し
よ
う
。
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去
る
十
一
月
二
十
二
日
、
甲
府
昭
和

高
校
創
立
二
十
周
年
記
念
式
典
が
本
校

体
育
館
に
お
い
て
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

本
校
は
昭
和
五
十
九
年
四
月
、
甲
府

学
区
総
合
選
抜
校
の
一
つ
と
し
て
現
在

の
地
に
開
校
し
ま
し
た
。
以
来
、『
自

主
創
造
』
の
校
訓
の
下
、
さ
わ
や
か
教

育
を
掲
げ
、
勉
学
と
部
活
動
の
画
面
に

力
を
入
れ
た
教
育
活
動
を
行
っ
て
い
ま

す
。
卒
業
生
も
、
昨
年
度
末
で
六
千
名

を
超
え
ま
し
た
。

　

記
念
式
典
で
は
、
多
く
の
来
賓
に
御

列
席
頂
い
た
な
か
、
二
十
周
年
記
念
式

典
実
行
委
員
長
の
挨
拶
、
校
長
の
式
辞

に
続
き
、
来
賓
の
方
々
に
祝
辞
を
頂
き

ま
し
た
。
ま
た
、
学
校
医
へ
の
感
謝
状

贈
呈
、
永
年
勤
続
職
員
の
表
彰
が
行
わ

れ
ま
し
た
。

　

式
典
に
続
い
て
、
記
念
公
演
と
し
て

天
野
宣
＆
阿
羅
漢
に
よ
る
和
太
鼓
ア
ン

サ
ン
ブ
ル
コ
ン
サ
ー
ト
、『
魂
の
叫
び
』

が
体
育
館
で
行
わ
れ
ま
し
た
。
天
野
氏

は
、
甲
府
を
拠
点
に
世
界
的
な
演
奏
活

動
を
行
っ
て
い
ま
す
。
生
徒
、
保
護
者

と
も
生
で
聴
く
和
楽
器
の
迫
力
に
圧
倒

さ
れ
な
が
ら
も
、
音
を
体
で
感
じ
な
が

ら
、
演
奏
を
楽
し
む
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。

　

午
後
に
は
、
生
徒
・
職
員
が
三
十
年

後
の
自
分
に
宛
て
た
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
、

タ
イ
ム
カ
プ
セ
ル
に
納
め
、
中
庭
に
設

置
し
ま
し
た
。
五
十
周
年
記
念
の
と
き

に
開
封
す
る
予
定
で
す
が
、
三
十
年
後

に
こ
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
読
む
と
き
、
生

徒
は
ど
の
よ
う
に
成
長
し
て
い
る
の

か
、
と
て
も
楽
し
み
で
す
。

　

同
窓
会
か
ら
は
、
二
十
周
年
の
記
念

事
業
と
し
て
ウ
ェ
イ
ト
ト
レ
ー
ニ
ン
グ

機
器
一
式
が
寄
贈
さ
れ
ま
し
た
（
写

真
）。
部
活
動
が
盛
ん
な
本
校
で
、
長

年
運
動
部
の
生
徒
か
ら
の
要
望
も
強

く
、
同
窓
会
に
お
願
い
し
て
寄
贈
し
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
セ

ン
タ
ー
開
き
は
、
六
月
に
行
わ
れ
ま
し

た
が
、
以
来
生
徒
は
毎
日
基
礎
ト
レ
ー

ニ
ン
グ
に
活
用
し
て
い
ま
す
。
近
い
う

ち
に
、
こ
の
成
果
が
大
会
で
発
揮
さ
れ

る
こ
と
と
、
同
窓
会
の
方
々
も
期
待
し

て
い
ま
す
。

　

振
り
返
っ
て
み
る
と
、
学
校
周
辺
の

様
子
も
大
き
く
変
わ
り
ま
し
た
。
開
校

か
ら
し
ば
ら
く
は
、
周
囲
に
水
田
し
か

な
く
、
入
り
口
も
よ
く
わ
か
ら
な
い
ほ

ど
で
し
た
。
道
路
が
未
整
備
で
登
下
校

に
不
便
な
こ
と
が
心
配
で
し
た
が
、
今

で
は
交
通
渋
滞
が
毎
日
発
生
し
、
交
通

事
故
が
心
配
で
す
。
周
辺
に
大
規
模
な

商
業
施
設
も
建
ち
並
び
、
こ
れ
か
ら
も

開
発
が
進
む
こ
と
が
予
想
さ
れ
る
発
展

著
し
い
地
域
に
な
り
ま
し
た
。
学
校
の

周
辺
が
都
市
化
し
て
い
く
中
、
生
徒
の

生
活
環
境
も
変
化
し
て
き
ま
し
た
。

　

教
育
改
革
が
叫
ば
れ
る
昨
今
、
情
報

化
、
国
際
化
へ
の
対
応
、
個
性
重
視
、

生
き
る
力
の
育
成
な
ど
、
高
校
教
育
に

は
さ
ま
ざ
ま
な
要
請
が
あ
り
ま
す
。
こ

れ
ら
に
対
応
し
、
今
後
も
保
護
者
、
地

域
の
皆
様
の
力
を
お
借
り
し
な
が
ら
、

地
域
に
根
付
い
た
期
待
さ
れ
る
学
校
と

し
て
、
三
十
周
年
、
五
十
周
年
を
迎
え

て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

昭
和
町
で
は
、
平
成
八
年
度
に
文
部

省
よ
り
「
道
徳
教
育
推
進
の
町
」
の
指

定
を
受
け
ま
し
た
。
以
来
、
児
童
生
徒

の
心
の
教
育
を
目
指
し
、
学
校
・
家
庭
・

地
域
が
連
携
し
て
道
徳
教
育
を
推
進
し

て
参
り
ま
し
た
。

　

町
民
会
議
と
い
た
し
ま
し
て
は
、
広

報
等
を
通
し
て
道
徳
教
育
の
授
業
参
観

の
呼
び
か
け
や
道
徳
教
育
の
重
要
性
を

訴
え
続
け
て
き
ま
し
た
。
更
に
、
町
民

の
道
徳

意
識
の

高
揚
の

た
め
に

横
断
幕

を
掲
示

し
て
い

ま
す
。

　

平
成

十
五
年

度
に
は
、

町
当
局

と
町
議
会
の
ご
理
解
に
よ
り
、
町
内
四

校
の
フ
ェ
ン
ス
や
近
く
に
道
徳
教
育
推

進
の
横
断
幕
を
新
調
し
て
い
た
だ
き
ま

し
た
。

　

こ
れ
か
ら
の
教
育
は
、
学
校
・
家
庭
・

地
域
が
そ
れ
ぞ
れ
の
教
育
機
能
を
責
任

を
も
っ
て
分
担
し
、
融
合
し
て
推
進
す

る
こ
と
が
求
め
ら
れ
ま
す
。
ま
た
、
そ

の
中
核
に
は
、
道
徳
教
育
・
福
祉
教
育
・

環
境
教
育
が
据
え
ら
れ
る
べ
き
も
の
と

思
い
ま
す
。

　

毎
月
第
一
日
曜
日
は
、
家
族
の
絆
を

よ
り
確
か
な
も
の
に
す
る
た
め
に
「
家

庭
の
日
」と
し
て
制
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

町
民
会
議
で
は
、
町
内
四
校
に
作
品

の
募
集
を
行
い
ま
し
た
。
そ
の
結
果
、

作
文
二
百
九
十
七
点
・
標
語
八
十
四
点
・

ポ
ス
タ
ー
十
八
点
の
応
募
が
あ
り
ま
し

た
。
応
募
作
文
の
中
か
ら
、
九
名
の
作

文
四
名
の
標
語
を
冊
子
に
し
、
町
内
全

世
帯
に
配
布
い
た
し
ま
し
た
。
も
う
一

度
読
み
返
し
、
家
庭
や
家
族
の
あ
り
方

に
つ
い
て
考
え
て
み
る
機
会
に
し
て
ほ

し
い
と
思
い
ま
す
。

　

十
二
月
十
九
日
（
金
）
午
後
七
時
か

ら
昭
和
町
中
央
公
民
館
講
堂
に
お
い
て
、

冬
休
み
を
前
に
生
活
指
導
推
進
会
議
を

開
催
い
た
し
ま
す
。
町
民
会
議
構
成
員

だ
け
で
な
く
、
多
く
の
町
民
の
み
な
さ

ま
方
の
参
加
を
望
ん
で
お
り
ま
す
。

◎
内
容
は

＊
児
童
代
表
三
名
の
「
家
庭
の
日
」
の

　

作
文
の
朗
読
発
表

＊
町
内
小
中
高
校
の
生
活
指
導
の
方
針

　

の
発
表

＊
地
区
活
動
の
取
り
組
み
の
発
表

＊
町
民
会
議
か
ら
町
民
の
み
な
さ
ま
へ

　

の
お
願
い
と
意
見
交
換
等
で
す
。

　

冬
休
み
を
前
に
、
ぜ
ひ
考
え
、
話
し

合
う
機
会
に
し
て
く
だ
さ
い
。
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　国保被保険者　　加入世帯　2,836 世帯　　　被保険者　5,972 人　　　　平成 15年 10月末現在

☎

⬇
⬇

⬇⬇
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INFORMATION CORNER

✿

✿

西
条
一
区　

井
口　

大ひ
ろ
む夢　

（

正

）

西
条
二
区　

阿
部　

琳り
を
ん音　
（

忍

）

西
条
二
区　

坂
下　

太た
い
ち一　

（
吾　

一
）

押

越　

中
村　

恭き
ょ
う
や也　

（
健　

晴
）

押

越　

荻
野　

恵け
い
た太　
（
弘

李
）

飯

喰　

相
原　
　

陸り
く　

（

優

）

河

西　

河
西　

祐ゆ

な奈　
（
博

明
）

河

西　

池
田　
　

陵
り
ょ
う　

（

尚

）

上
河
東
二
区　

藤
島　

由ゆ

う羽　
（
直　

人
）

♥

♥

西
条
一
区　

志
村　

晃
一
◎
田
中　

純
子

西
条
二
区　

丸
山　

祐
一
◎
埜
村　

知
子

西
条
二
区　

三
澤　

勇
太
◎
穴
水　

崇
子

清
水
新
居　

藤
巻　
　

博
◎
小
笠
原
三
幸

押

越　

雨
宮　

政
司
◎
向
山
ち
づ
る

築
地
新
居　

石
川　

昌
宏
◎
塩
釜　

静
香

飯

喰　

川
手　
　

斉
◎
名
執
眞
由
美

河

西　

流
石　

富
夫
◎
小
林　

由
紀

　町の手話サークル『ほたる会』の協力による、初心者を対
象とした基礎的な手話法の講習です。
　どなたでも気軽にご参加ください。

　平成 16年 1月 13日～ 3月 16日
　　　　（毎週火曜日計 10回）午後 7時 30分～ 9時 30分

　町総合会館
　無料
　役場福祉介護課障害福祉係（☎275-2111内線 247）

押

越　

三
神　

良
子　
（
廣　

俊
）

押

越　

藤
澤　

シ
マ　
（
光　

夫
）

押

越　

畑
野
つ
る
子　
（
孝　

夫
）

紙
漉
阿
原　

水
谷　

久
子　
（　

武　

）

築
地
新
居　

野
澤
と
よ
子　
（
紘　

明
）

築
地
新
居　

河
野　
　

潤　
（
和　

充
）

　親子のふれあいを深めながら、楽しく体操しましょう。
　道具を使って、リズムにあわせて動きましょう。

　１月 22日・29日、2月 5日・19日・26日、
　　　　3月 4日（全て木曜日）　午前 10時 30分～正午

　町総合体育館
　2歳くらいから就学前の幼児とその保護者
　20人（参加費は無料です。）
　運動ができる服装で運動靴
　3Ｂ体操県理事長　矢沢　稔美先生
　町教育委員会生涯学習課

　　　　（☎ 275-3737）

　12 月 9日（火）　午前 10時～午後 3時
　玉穂町総合会館（玉穂町・昭和町・田富町合同）
　地元人権擁護委員
　甲府地方法務局・中巨摩人権擁護委員協議会
　人権問題につき住民の相談に応じるとともに、人

　　　　　権侵犯事件の被害者の救済を図り、合わせて人権
　　　　　尊重の思想の啓発、人権擁護制度の普及を図る。

　①児童・生徒のいじめの問題、体罰の問題
　　　　　②親子、夫婦、相続などについての悩みごと
　　　　　③その他人権に関すること

　役場企画行政課行政係（☎ 275-2111 内線 211）

　清里高原にある町営保健休養施設『リゾート昭和』が 12
月 1日から平成 16年 3月 31日まで冬季休館になります。
　開館中は、多くのみなさまにご利用いただきありがとうご
ざいました。平成 16年度ご利用受付は 3月から行います。

　役場総務課（☎ 275-2111）

　この調査は、1年間の生産活動にともなう製造品の出荷額、
原材料使用額などを調べ、製造業の実態などを明らかにする
ものです。
　調査結果は、国や地方公共団体の行政施策の重要な基礎資
料として使われるほか、企業、大学などでの研究資料、小・中・
高等学校の教材など、広く利用されています。
　調査をお願いする事業所には、知事から任命された統計調
査因果調査票を持ってお伺いしますので、調査にご協力をお
願いいたします。
　なお、ご提出いただく調査票については、統計法に基づき
調査内容の秘密は厳守されますので、正確なご記入をお願い
します。

　製造業を含む全事業所
　12月中旬から平成 16年 1月
　平成 15年 12月 31 日
　県統計調査課

　 　 　　（☎ 223-1343　℻223-1347）

　梅の香がただようようなさわやかな春風の中、力いっぱい
走りぬいてみませんか！

　平成 16年 3月 14日（日）
　敷島総合文化会館　前広場
　所定の申込用紙（コピー不可）に必要事項を記入

　　　　　のうえ、参加料を添えてお近くの郵便局よりお申
　　　　　込みください。（直接実行委員会窓口でも受付け
　　　　　ます。）

　平成 16年 1月 31日まで（当日消印有効）
　一　般：2,500 円　親子ファミリー：3,000 円

　 　 　　高校生：1,500 円　小・中学生：1,000 円（町外者）
　 3キロ：親子・ファミリーの部

　　　　　　　　　 小学 4・5・6年生男子・女子の部
　 　 　　 5キロ：中学生男子・女子の部
　 　 　　　　　　 一般・高校生男子・女子の部
　 　 　　　　　　 40歳以上男子・女子の部
　 　 　　　　　　 60歳以上男子・女子の部
　 　 　　10キロ：一般・高校生男子・女子の部
　 　 　　  　　　　40歳以上男子・女子の部
　 　 　　  　　　　60歳以上男子・女子の部

　敷島町教育委員会内「敷島梅の里クロスカント
　　　　　リー大会実行委員会」（☎277-4111　内線37・38）
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件　数 負傷 死者

物損 55件
（＋ 14）
人身 25件
（＋   4）

26 人

（± 0）

0人

（± 0）

（　）内は、前月比
（西条・押原駐在所調べ）

交通安全期間以外も
安全運転です！！

　町が医療機関などに支払っ
た10月分の医療費は、約4,989
万 2 千円です。（前年同月比
28.6% の増）病気の予防は、
早期発見、早期治療が大切で

す。むやみな転
医はつつしみ、医
療費を大切に使
いましょう。

INFORMATION CORNER

　平成 16 年度に甲府市水道局が発注する建設工事、設計、
測量、調査などの請負、製造の請負、物件供給などを希望す
る方は申請手続きをしてください。（詳しくは水道局ホーム
ページ及び申請要領をご覧ください。）

　【建設工事、設計、測量、調査などの場合】
　　　　　…「建設工事、設計・測量または調査等入札参加
　　　　　　　資格審査申請書」など
　　　　　【製造の請負、物件供給などの場合】
　　　　　…「製造の請負・物件供給等入札参加資格審査申
　　　　　　　請書」など

　12月 3日（水）～ 16日（火）
　　　　　午後 1時 30分～ 4時（土・日曜日除く）
　　　　　※甲府市契約課に提出する場合は、国土交通省の
　　　　　　統一様式となります。

　甲府市水道局総務課契約係
　　　　　☎ 228-3311 内線 306・307
　　　　　URL　http：//www.water.kofu.yamanashi.jp/

　昭和町の国際交流活動の推進を目的として毎年恒例となっ
ています「ワールドワイドパーティー」を開催します。国際
交流に興味のある方、お気軽にご参加ください。

　12月 7日（日）　午後 2時オープン
　町中央公民館　講堂
　1人 500 円・1家族 1,000 円（料理・飲み物代）
　役場総務課（☎ 275-2111 内線 208）

　平成 14 年 4月に消防法の一部が改正され、一定の防火対
象物については、消防法令及び火災予防等に係る専門的な知
識を有する防火対象物点検資格者が、用途の実態や消防計画
に基づいた防火管理の実施状況等の火災予防に係る事項も含
めて総合的に点検し、その結果を管理権原者が消防機関に報
告することになりました。

　平成 16年 2月 17日（火）・18日（水）・19日（木）・
　 　 　　20日（金）

　県中小企業人材開発センター
　（財）横浜市防災指導協会

　 　 　　（〒232-0064　横浜市南区別所1-15-1　KCLビル2階
　　　　　☎ 045-714-9909）

　12月 8日（月）～ 19日（金）
　甲府地区消防本部予防課査察指導係

　 　 　　（☎ 222-1291　内線 253）

　9つの分野の専門家が、暮らしの小さな問題から事業の大
きな悩みまで、幅広く相談に応じます。複雑な問題は、複数
の専門家が合同で対応します。

　12月 6日（土）　午前10時～正午　午後1時～4時
　甲府市総合市民会館（青沼三丁目 5-44）
　事前に予約申込みが可能です。
　東京地方税理士会　山梨県会（☎ 233-1318）

　歳末たすけあい県民運動は、歳末を控え、経済的に不安の
ある家庭や社会福祉施設で暮らしている方など、援護を必要
としている人たちに、県民の温かいたすけあいの手をさしの
べ、みんなで明るい正月が迎えられるよう実施する運動です。
　53 回目を迎える今回も、県内各地でさまざまな活動が行
われます。
　運動への参加やご理解をお願いします。

　12月 1日（月）～ 31日（水）
　歳末たすけあい募金、歳末たすけあい物品の贈呈、

　　　　社会福祉施設入所者などに対する激励訪問、理髪・
　　　　入浴などの奉仕活動ほか

　県福祉保健総務課
　　　　（☎ 223-1443　℻223-1447）

　Showa Town invites all Foreigners to attend the“Worldwide 
Party”to be held on：
　 ：“Worldwide Party”
　 ：December 7,2003（Sunday）
　 ：at the back of“Showa Town Hall”
　 ：2：00 P.M.open
　 ：ANY
　 ：per person： 500yen
　　　　    per family ：1,000yen
　For more information CALL：275-2111（ask Shimizu）

It'll be　lots of fun ！　So please come and enjoy ！
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☎

んなの健康 　

☎

人　口
男
女

世帯数

16,069 人（＋ 49）
8,261 人（＋ 32）
7,808 人（＋ 17）
6,198 戸（＋ 30）

　

１
８
７
２
（
明
治
５
）
年
に
太
陽

暦
が
採
用
さ
れ
た
こ
と
に
ち
な
ん

で
、
全
国
団
扇
扇
子
カ
レ
ン
ダ
ー
協

議
会
が
１
９
８
７
年
（
昭
和
62
）
年

に
制
定
し
ま
し
た
。

　

わ
が
国
で
は
、
長
年
に
わ
た
っ
て

太
陰
太
陽
暦
（
旧
暦
）
が
使
わ
れ
て

い
ま
し
た
が
、
明
治
維
新
に
よ
る
新

政
府
発
足
後
、
諸
外
国
と
の
交
流
が

活
発
に
な
る
に
と
も
な
い
、
太
陽
暦

（
グ
レ
ゴ
リ
オ
暦
）
を
採
用
し
て
い

る
欧
米
諸
国
と
の
国
交
に
不
便
を

感
じ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
そ
こ

で
明
治
政
府
は
、
太
陽
暦
の
採
用
を

決
断
。
明
治
５
年
12
月
３
日
を
明
治

６
年
１
月
１
日
と
し
て
、
こ
の
時
か

ら
現
在
の
太
陽
暦
を
実
施
し
ま
し

た
。
い
わ
ゆ
る
改
暦
で
す
。「
カ
レ

ン
ダ
ー
の
日
」
は
、
こ
の
歴
史
的
事

実
に
基
づ
い
て
定
め
ら
れ
ま
し
た
。

　

毎
年
12
月
３
日
に
は
、
カ
レ
ン

ダ
ー
専
門
メ
ー
カ
ー
で
組
織
す
る

全
国
カ
レ
ン
ダ
ー
出
版
協
同
組
合

連
合
会
と
、
製
造
、
販
売
量
業
者
の

全
国
組
織
で
あ
る
全
国
団
扇
扇
子

カ
レ
ン
ダ
ー
協
議
会
共
同
に
よ
る

イ
ベ
ン
ト
が
開
催
さ
れ
ま
す
。
今
年

も
、
東
京
駅
前
の
八
重
洲
地
下
街
で

有
名
企
業
カ
レ
ン
ダ
ー
展
が
行
わ

れ
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

最
近
は
、
携
帯
電
話
や
時
計
、
パ

ソ
コ
ン
な
ど
に
カ
レ
ン
ダ
ー
機
能

が
つ
い
て
い
る
も
の
や
、
カ
レ
ン

ダ
ー
の
つ
い
て
い
る
手
帳
も
た
く

さ
ん
出
回
っ
て
い
ま
す
。
そ
れ
で
も

や
は
り
カ
レ
ン
ダ
ー
は
、
お
部
屋
の

イ
ン
テ
リ
ア
、
暮
ら
し
に
欠
か
せ
な

い
必
需
品
と
い
え
ま
す
。

　

カ
レ
ン
ダ
ー
業
界
に
よ
る
と
、
カ

レ
ン
ダ
ー
も
多
種
多
様
な
形
状
に

な
っ
て
き
て
い
る
よ
う
で
す
。
標
準

的
な
も
の
で
い
え
ば
、
壁
掛
け
式
や

卓
上
型
、
日
め
く
り
式
な
ど
で
す
。

そ
の
デ
ザ
イ
ン
も
、
写
真
や
イ
ラ
ス

ト
、
絵
な
ど
様
々
。
そ
の
一
方
で
、

最
近
は
文
字
だ
け
を
並
べ
た
シ
ン

プ
ル
な
も
の
も
人
気
の
よ
う
で
す
。

仕
事
や
プ
ラ
イ
ベ
ー
ト
の
予
定
が

書
き
込
め
る
実
用
的
な
面
が
好
ま

れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
高
齢
者
社
会

を
意
識
し
て
か
、
文
字
が
大
き
く
て

見
や
す
い
も
の
も
多
い
よ
う
で
す
。

　

来
年
の
カ
レ
ン
ダ
ー
が
話
題
に

な
る
こ
ろ
は
、
も
う
年
の
瀬
で
す
。

師
走
に
な
る
と
、
自
社
の
カ
レ
ン

ダ
ー
を
持
っ
て
お
得
意
さ
ん
周
り

を
す
る
営
業
担
当
者
の
姿
を
見
か

け
ま
す
。
新
し
い
カ
レ
ン
ダ
ー
を
手

に
す
る
と
、
来
年
へ
の
夢
や
期
待
が

ふ
く
ら
ん
で
き
ま
す
。

⅘⅔⅔⅔⅘
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